生活衛生豆知識№70
開店直後発生の水系食中毒の顛末
　
1982年（昭和57年）10月、北海道札幌市内で大型スーパーが開店したが、その直後に大規模な水系食中毒が発生しました。この事件の概要、発生原因等についてお知らせします。なお、この事件は当時国内最大の食中毒事件でした。
１　概要
　　1982年10月札幌市豊平区の新興住宅地に大型ストアーが開店した。開店５日後、市教育委員会へストアー付近の小学校で欠席者が異常に多く、これら児童は腹痛、下痢を訴えているとの連絡があり、翌日には他校からも同様の通報が入り、さらに同地区の開業医から食中毒の届出があり、有症者はすべて同店で喫食していることが判明した。原因は使用水（井戸水）の汚染であった。
２　発生年月　　　　1982年10月
３　原因施設　　　　札幌市豊平区Ｓストアー
４　摂食者数　　　　不明　　開店１週間の同店利用者数 173,274人
５　発症者数 　　　　7,751人
６　原因食品　　　　使用水（井戸水）及びこれを使用した食品
７　病原物質　　　　Campylobacter jejuni及び病原性大腸菌(06:K15) 
８　使用水　　　　　井戸水　塩素滅菌装置つき　　　　　　　　　　　
９　発生の要因等
　１）井戸水の使用（市水道水は配管されていたが使用されていなかった）
　２）井戸ピットが芝生の下にあり、給水管脇に破損（５㎜の穴が２個）個所があった。
　３）店舗床下の雑汚水排水管の掃除用キャップ７個を付け忘れた (1986年4月判明)
　４）塩素滅菌装置の点検管理を怠った。（食中毒発生時に塩素滅菌装置２台のうち１台の注入管が破損していた）
　５）新規開店で来客が多数、そのため便所の使用数も多くなり、汚染水が掃除用キャップ付け忘れ個所から流出、床下に溜まった。その汚染水が土中を伝わり、井戸ピットの破損個所から井戸を汚染した。そのうえ、塩素滅菌装置２台のうち１台の注入管が破損していたために、汚染された使用水（井戸水）が滅菌されずに供給され食中毒が発生したと考えられる。

10　損害　　
　１）休業期間　　　　　　　６０日間
　２）食中毒患者への補償　　総額　３億円
（補償交渉には東京の本社から100人をはじめ,課長級を中心に300人があたった。補償金の内容は1人あたり見舞金25,000円,通院1日6,000円,入院1日11,000円に治療費,交通費,休業補償は実費が加えられた。）
　３）損害額　　　　　　　　推定２５億円（笈川試算）　　
11　司法処分　　　Ｓ社、工事関係者５社９人に対し不起訴処分（1987年 3月26日　刑法第204条業務上過失傷害）
Ｓ社（企業）対し起訴猶予（社会的責任を果たしたとして）
なぜ井戸水を使用したのか
　Ｓ社幹部は「水道・光熱費の合理化だ,井戸水だと当初の設備投資こそかかるが, 5年後から水道料金より安くなると計算を立てた。」と答えている。
事故発生後のＳ社の人事
　店長は関連会社に出向、食品課長は他店へ異動。しかし関係者は「設備は本社の担当者が直接行っており、二人とも使用水設備に関して知らなかった」との話。当時のＳ流通グループの店舗開発部長は、大型プロジェクト２件が中止となり、この計画案を他の流通業に引き継ぎ1982年末に退職。この事件後、Ｓ流通グループの経営戦略が控えめになったと思われた。　　　　　　　2011.12.20　　 Ｋ.Oikawa
